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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期
第１四半期
累計(会計)期間

第40期
第１四半期
累計(会計)期間

第39期

会計期間

自平成21年
１月21日
至平成21年
４月20日

自平成22年
１月21日
至平成22年
４月20日

自平成21年
１月21日
至平成22年
１月20日

売上高（千円） 15,493,89318,885,25978,982,988

経常利益（千円） 329,002 2,391 1,489,851

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） 280,478△78,645 704,743

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 2,702,2223,326,6223,326,622

発行済株式総数（株） 9,017,35010,417,35010,417,350

純資産額（千円） 11,453,08112,940,92313,070,224

総資産額（千円） 42,589,02343,036,63642,094,802

１株当たり純資産額（円） 1,270.171,242.381,254.80

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）
34.03 △7.55 72.94

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 30.62 － －

１株当たり配当額（円） － － 10.00

自己資本比率（％） 26.9 30.1 31.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,430,270△2,033,4892,614,039

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△41,695△381,653△1,878,209

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,160,3991,059,177197,372

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 5,031,2133,920,0175,275,983

従業員数（人） 1,312 1,317 1,247

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３. 当第１四半期累計（会計）期間及び第39期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社における異動もありません。  

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年４月20日現在

従業員数（人） 1,317(4,327)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者（パートタイマー及びアルバイト）の人数は(　)内に当第１四半期会計

期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【販売及び仕入の状況】

(1）商品別売上状況

商品別

当第１四半期会計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

売上高（千円） 前年同期比（％）

紳士靴 3,458,066 128.1

婦人靴 5,193,105 130.3

スポーツ靴 5,582,114 111.8

運動靴・子供靴 3,278,500 122.0

インポート雑貨 583,853 91.3

その他 785,929 160.9

合計 18,881,570 121.9

　（注）１．その他は、服飾及び靴付属品が主なものです。

２．売上高には、上記商品売上高以外に不動産賃貸収入として3,689千円があります。

(2）商品別仕入状況

商品別

当第１四半期会計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

仕入高（千円） 前年同期比（％）

紳士靴 2,099,003 50.9

婦人靴 3,522,290 57.7

スポーツ靴 4,156,275 55.8

運動靴・子供靴 2,315,521 72.0

インポート雑貨 565,321 98.9

その他 317,639 40.4

合計 12,976,051 58.3

　（注）１．その他は、服飾及び靴付属品が主なものです。　

        ２．前第１四半期会計期間の仕入高には合併による商品受入高を含んでいるため、上記の前年同期比になってお

ります。

２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社ジーフット(E03370)

四半期報告書

 4/21



　

３【経営上の重要な契約等】

     当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 　　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期会計期間（平成22年１月21日～平成22年４月20日）におけるわが国の経済は、生産や株価に緩

やかながら回復の兆しが見え、企業収益はやや回復基調にありますが、失業率が未だ高い水準で推移するなど雇

用情勢は厳しい状況が続き、個人消費も低迷するなど、国内経済は本格的な景気回復には至らず依然として厳し

い状況が続いております。

当業界におきましても、個人所得の伸び悩みや雇用不安による消費者の生活防衛意識の高まりから低価格志

向が強まり、これらを背景に企業間の価格競争は一層激しくなり、当社を取り巻く経営環境は厳しい状況で推移

しました。

このような中、当社は、合併によるスケールメリットを創出し、消費者の多様な価値観に応えられる商品を提

案してまいりました。 

売上高につきましては、合併効果により188億85百万円（前年同期比21.9％増）となりました。 

利益面につきましては、販売費及び一般管理費が前年同期比28.0％増となり、営業利益25百万円（前年同期比

92.3％減）、経常利益２百万円（前年同期比99.3％減）、四半期純損失78百万円（前年同期は四半期純利益２億

80百万円）となりました。 

 

(2）財政状態

当第１四半期会計期間末の財政状態は、総資産430億36百万円、純資産129億40百万円、自己資本比率30.1％、1

株当たり純資産1,242円38銭となりました。なお、負債は前事業年度末と比較しますと10億71百万円増加してお

りますが、これは短期借入金の増加が主たる要因であります。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末におけるキャッシュ・フローは、現金及び現金同等物（以下「資金」という。）が前

事業年度末比13億55百万円減少し、当第１四半期会計期間末には39億20百万円となりました。   

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第１四半期会計期間末において営業活動の結果使用した資金は20億33百万円（前年同期比６億３百万円

増）となりました。 

　これは主に、仕入債務の増加が前年同期に比べ減少したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第１四半期会計期間末において投資活動の結果使用した資金は３億81百万円（前年同期比３億39百万円

増）となりました。 

　これは主に、貸付金は減少したものの定期預金の払戻による収入がなかったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第１四半期会計期間末において財務活動の結果得られた資金は10億59百万円（前年同期比11億１百万円

減）となりました。 

これは主に、短期借入金の増加が前年同期に比べ減少したことによるものであります。  

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　　 該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年４月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年６月３日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,417,350 10,417,350
名古屋証券取引所

（市場第二部）
単元株式数500株

計 10,417,350 10,417,350 － －

　 

（２）【新株予約権等の状況】

 　     該当事項はありません。

　 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年１月21日～

平成22年４月20日 
－ 10,417 － 3,326,622 － 3,157,030

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。  
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年１月20日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

  ①【発行済株式】

 平成22年４月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      1,000 － 単元株式数500株

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,408,000 20,816　単元株式数500株

単元未満株式 普通株式　 　 8,350 － －

発行済株式総数 10,417,350 － －

総株主の議決権 － 20,816 －

　（注）　単元未満株式には、当社所有の自己株式140株が含まれております。

　

  ②【自己株式等】

 平成22年４月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ジーフット 
名古屋市千種区今池

３-４-10
1,000 － 1,000 0.00

計 － 1,000 － 1,000 0.00

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
２月

３月 ４月

最高（円） 944 987 1,061

最低（円） 888 933 956

　（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成21年１月21日から平成21年４月20日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成22年１月21日から平成22年４月20日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22

年１月21日から平成22年４月20日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成21年１月21日から平成21

年４月20日まで）に係る四半期財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第１四

半期会計期間（平成22年１月21日から平成22年４月20日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22年１月21日から

平成22年４月20日まで）に係る四半期財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受け

ております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　 　 0.2％

売上高基準　　 　 0.1％

利益基準　　　　  △2.1％

利益剰余金基準　  △0.4％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年４月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年１月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,921,017 5,276,983

受取手形及び売掛金 456,838 438,030

売上預け金 2,799,249 2,521,471

商品 18,284,513 16,616,879

その他 1,948,681 1,967,382

流動資産合計 27,410,298 26,820,747

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,563,797 3,312,995

土地 1,307,359 1,307,359

その他（純額） 1,380,957 1,399,484

有形固定資産合計 ※1
 6,252,115

※1
 6,019,840

無形固定資産 533,332 492,491

投資その他の資産

敷金及び保証金 6,957,341 6,913,459

その他 1,894,525 1,859,242

貸倒引当金 △10,978 △10,978

投資その他の資産合計 8,840,889 8,761,723

固定資産合計 15,626,337 15,274,055

資産合計 43,036,636 42,094,802

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,854,038 16,608,774

短期借入金 5,700,000 4,000,000

1年内償還予定の社債 100,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 1,485,774 1,598,540

未払法人税等 75,496 419,949

店舗閉鎖損失引当金 28,669 39,329

ポイント引当金 206,388 205,816

賞与引当金 276,131 73,989

役員業績報酬引当金 48,220 37,560

その他 2,453,100 2,574,478

流動負債合計 27,227,819 25,758,437

固定負債

長期借入金 2,637,500 3,020,000

退職給付引当金 24,869 23,403

役員退職慰労引当金 154,172 169,408

執行役員退職慰労引当金 4,220 3,525
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年４月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年１月20日)

その他 47,132 49,803

固定負債合計 2,867,893 3,266,140

負債合計 30,095,712 29,024,578

純資産の部

株主資本

資本金 3,326,622 3,326,622

資本剰余金 3,157,030 3,157,030

利益剰余金 6,214,612 6,345,338

自己株式 △969 △969

株主資本合計 12,697,295 12,828,022

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 243,627 242,202

評価・換算差額等合計 243,627 242,202

純資産合計 12,940,923 13,070,224

負債純資産合計 43,036,636 42,094,802
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年１月21日
　至　平成21年４月20日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年１月21日
　至　平成22年４月20日)

売上高 15,493,893 18,885,259

売上原価 9,260,681 11,309,925

売上総利益 6,233,211 7,575,333

販売費及び一般管理費 ※1
 5,899,633

※1
 7,549,616

営業利益 333,578 25,717

営業外収益

受取利息 4,279 2,269

受取配当金 912 10

デリバティブ利益 15,391 713

その他 2,598 1,791

営業外収益合計 23,182 4,784

営業外費用

支払利息 27,135 26,170

その他 622 1,940

営業外費用合計 27,758 28,110

経常利益 329,002 2,391

特別損失

固定資産除却損 － 7,206

投資有価証券評価損 7,289 2,601

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 14,284

特別損失合計 7,289 24,093

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 321,713 △21,701

法人税等 ※2
 41,235

※2
 56,943

四半期純利益又は四半期純損失（△） 280,478 △78,645
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年１月21日
　至　平成21年４月20日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年１月21日
　至　平成22年４月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

321,713 △21,701

減価償却費 173,345 242,094

売上債権の増減額（△は増加） △638,370 △296,585

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,002,569 △1,659,525

仕入債務の増減額（△は減少） 850,150 245,264

その他 240,435 △189,666

小計 △1,055,296 △1,680,120

利息及び配当金の受取額 4,778 2,714

利息の支払額 △33,476 △35,257

法人税等の支払額 △346,276 △320,826

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,430,270 △2,033,489

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,000 －

定期預金の払戻による収入 2,002,000 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △906,974 △360,992

敷金及び保証金の差入による支出 △150,646 △98,578

貸付金の純増減額（△は増加） △1,000,000 100,000

その他 15,925 △22,082

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,695 △381,653

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,615,500 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △321,266 △495,266

社債の償還による支出 △100,000 △100,000

配当金の支払額 △33,834 △45,556

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,160,399 1,059,177

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 688,432 △1,355,965

現金及び現金同等物の期首残高 4,273,261 5,275,983

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 69,519 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,031,213

※1
 3,920,017
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【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

（四半期貸借対照表関係）

　「役員業績報酬引当金」は、前第１四半期会計期間において「役員賞与引当金」として表示しておりましたが、内容を

より明瞭に表示するため、科目の名称を変更しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略

し、前事業年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。 

２．税金費用の計算 　税金費用については、原則として年度決算と同様な方法により計算しており

ますが、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定し算出して

おります。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年４月20日）

前事業年度末
（平成22年１月20日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、5,814,110千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、5,648,908千円

であります。

 

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年１月21日
至　平成21年４月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

   広告宣伝費 369,395千円

   給与手当 1,522,574 

   賞与引当金繰入額 158,067 

   退職給付引当金繰入額 20,343 

   賃借料 2,173,099 

   減価償却費 173,345　

　

 ※２．法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

   広告宣伝費 305,880千円

   給与手当 2,376,507 

   役員業績報酬引当金繰入額 10,660 

   賞与引当金繰入額 202,142 

   退職給付費用 38,744 

   賃借料 2,903,080 

   減価償却費 242,094　

 ※２．法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年１月21日
至　平成21年４月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年４月20日現在）

　　　　　　　　（千円）

現金及び預金勘定 5,033,213

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,000

現金及び現金同等物 5,031,213

 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年４月20日現在）

　　　　　　　　（千円）

現金及び預金勘定 3,921,017

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,000

現金及び現金同等物 3,920,017

 

 ２．重要な非資金取引の内容

 当第１四半期会計期間に合併した株式会社ニュース

テップから引き継いだ資産及び負債の内訳は次のとおり

であります。

──────

流動資産 12,652,736千円

固定資産 6,865,195千円

資産合計 19,517,932千円

流動負債 17,314,030千円

固定負債 988,261千円

負債合計 18,302,291千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成22年４月20日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年１月21日　至　平成22年

４月20日）

　１．発行済株式の種類及び総数
普通株式 10,417,350株

　
　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,140株
　　
　３．配当に関する事項

 配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月15日

定時株主総会
普通株式 52,081 5.00平成22年１月20日平成22年４月16日利益剰余金
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年４月20日）

前事業年度末
（平成22年１月20日）

１株当たり純資産額 1,242.38円 １株当たり純資産額 1,254.80円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成21年１月21日
至　平成21年４月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

１株当たり四半期純利益金額 34.03円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額
30.62円

１株当たり四半期純損失金額（△） △7.55円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額
－円

　（注）　１．当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半期純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額、及び前第１四半期累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年１月21日
至　平成21年４月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年１月21日
至　平成22年４月20日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
        

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 280,478 △78,645

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
280,478 △78,645

期中平均株式数（株） 8,241,958 10,416,210

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 917,777 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

 －  －

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月27日

株式会社ジーフット

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　夏樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石倉　平五　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジーフッ

トの平成21年１月21日から平成22年１月20日までの第39期事業年度の第１四半期累計期間（平成21年１月21日から平成21

年４月20日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジーフットの平成21年４月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。 

 

追記情報 

四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、商品の評価方法、減価償

却方法、少額重要資産の処理方法について会計方針の変更を行った。 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以　上

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月25日

株式会社ジーフット

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　夏樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石倉　平五　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジーフッ

トの平成22年１月21日から平成23年１月20日までの第40期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年１月21日から平成22

年４月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年１月21日から平成22年４月20日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジーフットの平成22年４月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。 

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以　上

　（注）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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